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地
域
資
源
活
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
支
援
事
業 

「
地
域
ス
ト
ー
リ
ー
」 

              

「
劇
的
な
旅
・
富
良
野
２
０
１
５
秋
」 
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◆
脚
本
・
演
出
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
福
島
カ
ツ
シ
ゲ 

 
 

 

◆
共
演
者 

 
 

久
保
隆
徳
（
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
） 

 
 

森
上
千
絵
（
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
） 

 
 

水
津 

聡
（
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
） 

 
 

東
誠
一
郎
（
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
） 

 
 

大
山
茂
樹
（
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
） 

 
 

石
川
慶
太
（
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
） 

 
 

松
本
り
き
（
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
） 

 
 

栗
栖
綾
濃
（
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
） 

 
 

久
保
明
子
（
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
） 

 
 

富
由
美
子
（
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
） 

 
 

黨 

清
信
（
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
） 

 
 

福
島
カ
ツ
シ
ゲ
（
Ｅ
Ｍ
Ａ
） 

  
 

多
田
繁
夫
（
多
田
農
園
） 

 
 

加
藤
公
之
・
か
お
り
（
エ
ゾ
ア
ム
プ
リ
ン
製
造
所
） 

 
 

黒
木
健
太
郎
・
夏
実
（
黒
木
農
園
） 

 
 

亀
渕
雅
彦
（
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
工
場
） 

 
 

小
林
英
樹
・
ゆ
り
え
（
ホ
テ
ル
・
ナ
ト
ゥ
ー
ル
ヴ
ァ
ル
ト
富
良
野
） 

 

富
良
野
弥
栄
太
鼓
保
存
会 

 
 

ゴ
ス
ペ
ル
サ
ー
ク
ル
「
ス
ノ
ー
サ
ウ
ン
ズ
」 

 

◆
ス
タ
ッ
フ 

 
 
 

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
松
木
政
治
（
富
良
野
市
商
工
観
光
係
長
） 

 
 

総
合
演
出
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
太
田
竜
介
（
富
良
野
演
劇
工
場
長
） 

 
 

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
・
・
・
・
・
・
・
吉
澤
正
美
（
株
式
会
社
ト
ラ
ッ
プ
） 

 
 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
・
・
・
・
・
・
・
・
須
田
拓
磨
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
） 

 
 

撮
影
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
星
野
麻
美
（
フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
） 

 
 

Ａ
Ｄ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
櫻
庭
真
彩
（
富
良
野
市
商
工
観
光
課
） 

 
 

照
明
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
広
瀬
利
勝
（
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
） 

 
 

音
響
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
浦
淳
一
（
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
） 

映
像
編
集
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
樋
口
一
樹
（
富
良
野
演
劇
工
場
） 

 
 

制
作
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ふ
ら
の
観
光
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
ら
の
演
劇
工
房 

 
 

協
力
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
フ
ラ
ノ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富
良
野
自
然
塾 
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富
良
野
の
秋
。 

１
０
月
４
日
（
土
）
１
３
：
０
０
。 

富
良
野
駅
に
集
ま
っ
た
参
加
者
た
ち
。 

 

ど
こ
へ
行
く
の
か
？
何
を
体
験
す
る
の
か
？ 

全
く
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
不
安
な
表
情
を
覗
か
せ
な
が
ら
も
、 

貸
切
バ
ス
に
乗
り
込
む
。 

 

今
回
の
企
画
タ
イ
ト
ル
は
「
劇
的
な
旅
」 

 

「
演
劇
鑑
賞
？
旅
？
・
・
・
・
・
・
い
え
、
両
方
で
す
」 

「
演
劇
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
行
っ
て
い
る
富
良
野
が
、
演
劇
的
な
仕
掛
け
で
観
光
客
を
楽
し

ま
せ
る 

「
演
劇×

旅
＝
エ
ン
タ
ビ
」
を
提
案
。 

 

「
富
良
野
の
自
然
を
舞
台
に
、
参
加
者
も
移
動
し
な
が
ら
の
１
泊
２
日
の
壮
大
な
野
外
劇
が
始
ま
る

の
で
す
！
」 

 

◆
１
日
目 

 

バ
ス
の
中
で
旅
の
ご
案
内
を
す
る
の
は
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
風
バ
ス
ガ
イ
ド
の
３
人
。
実

は
富
良
野
塾
Ｏ
Ｂ
の
女
優
た
ち
。
旅
の
注
意
事
項
を
面
白
お
か
し
く
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
な
が

ら
話
し
、
初
対
面
の
参
加
者
た
ち
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。 

旅
の
行
程
は 

「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載
っ
て
い
る
有
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
は
無
く
、
住
ん
で
い
る
私
た
ち
が
お
ス

ス
メ
す
る
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
場
所
へ
お
連
れ
致
し
ま
す
！
」
と
宣
言
。 

 

バ
ス
は
市
街
地
か
ら
ど
ん
ど
ん
離
れ
て
い
く
。 

出
発
か
ら
３
０
分
。
到
着
し
た
場
所
は
、
中
富
良
野
岳
の
麓
、
ベ
ベ
ル
イ
に
あ
る 

 

「
原
始
の
泉
」。 

 

こ
こ
で
皆
さ
ん
を
お
迎
え
す
る
の
は
、「
空
の
峰
」で
喫
茶
店
を
営
ん
で
い
る
と
い
う
浦
河
幸
恵

さ
ん
。
実
は
こ
の
方
も
富
良
野
塾
Ｏ
Ｂ
の
女
優
、
森
上
千
絵
さ
ん
で
す
。 

毎
日
「
原
始
の
泉
」
に
コ
ー
ヒ
ー
用
の
「
水
」
を
汲
み
に
来
て
い
る
と
い
う
幸
恵
さ
ん
の
案
内

で
、
熊
よ
け
の
鈴
を
参
加
者
が
鳴
ら
す
と
、
突
然
大
き
な
太
鼓
の
音
が
森
に
響
き
ま
す
。 

富
良
野
の
和
太
鼓
集
団
、 

 

「
富
良
野
弥
栄
太
鼓
」
に
よ
る
『
鬼
・
博
動
』
の
演
奏
。 
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旅
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
ツ
ア
ー
参
加
者
を
歓
迎
す
る
曲
を
演
奏
し
て
く
れ
ま
す
。 

参
加
者
も
び
っ
く
り
！
森
に
こ
だ
ま
す
る
見
事
な
演
奏
に
心
も
震
え
ま
す
。 

 

太
鼓
の
演
奏
が
終
わ
る
と
、
幸
恵
さ
ん
か
ら
参
加
者
に
ボ
ト
ル
が
渡
さ
れ
、
６
０
０
０
年
も
の

間
、
枯
れ
ず
に
湧
き
続
け
る
「
湧
水
」
を
そ
れ
ぞ
れ
が
ボ
ト
ル
に
汲
み
、
喉
と
手
を
清
め
た
ら
、

準
備
Ｏ
Ｋ
。 

準
備
体
操
を
し
て
、
こ
こ
か
ら
試
練
の
道
の
り
が
始
ま
り
ま
す
。 

「
原
始
の
泉
」
か
ら
続
く
、
長
い
直
線
。 

富
良
野
の
秋
の
空
と
空
気
、
広
が
る
田
園
風
景
を
感
じ
な
が
ら 

 

「
フ
ッ
ト
パ
ス
」。 

 

「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
と
は
、「
森
林
や
田
園
地
帯
、
古
い
町
並
み
な
ど
、
地
域
に
昔
か
ら
あ
る
あ
り
の

ま
ま
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
」。 

ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
そ
う
な
道
は
、
ゴ
ー
ル
の
見
え
な
い
人
生
と
同
じ
。
自
分
の
足
で
ゆ
っ

く
り
と
歩
き
、
都
会
の
喧
騒
で
慌
た
だ
し
く
生
活
す
る
日
常
か
ら
離
れ
た
中
で
、
風
景
や
草
木
を

観
察
す
る
と
、
普
段
な
ら
見
過
ご
し
て
し
ま
う
生
命
の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

き
つ
い
上
り
坂
を
上
り
き
る
と
、
ガ
イ
ド
が
温
か
い
富
良
野
の
コ
ー
ン
ス
ー
プ
を
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
畑
の
真
ん
中
で
、
ち
ょ
っ
と
一
息
。 

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
道
の
り
は
続
き
ま
す
。 

歩
く
こ
と
約
１
時
間
。 

着
い
た
の
は
、
五
年
前
に
閉
塾
し
た 

 「
富
良
野
塾
」
跡
地
。 

 

管
理
を
し
て
い
る
富
良
野
塾
Ｏ
Ｂ
の
東
誠
一
郎
さ
ん
の
案
内
で
、
二
年
間
の
共
同
生
活
を
し
な

が
ら
「
夢
」
を
追
い
続
け
た
、
卒
塾
生
３
７
５
人
の
若
者
た
ち
の
ド
ラ
マ
を
感
じ
ま
す
。 

最
後
に
、
富
良
野
塾
の
稽
古
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
「
ス
タ
ジ
オ
棟
」
に
入
る
と
、
そ
こ
に

は
一
人
の
男
性
が
。 

富
良
野
塾
Ｏ
Ｂ
の
水
津
聡
さ
ん
が
、
新
富
良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
敷
地
内
に
あ
る
ク
ラ
フ
ト
・

シ
ョ
ッ
プ
「
ニ
ン
グ
ル
テ
ラ
ス
」
に
あ
る
お
店
「
森
の
楽
団
」
の
人
形
作
家
、
高
木
誠
さ
ん
に
な

り
き
り
、
一
人
芝
居
が
始
ま
り
ま
す
。 

「
二
〇
年
前
、
富
良
野
塾
生
だ
っ
た
僕
は
、
塾
の
近
く
に
あ
る
小
中
学
生
た
ち
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
、
拾
っ
て
き
た
木
を
使
っ
た
「
木
人
形
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ん
で
す
。
お
金
が
無

か
っ
た
で
す
か
ら
ね
・
・
・
・
そ
れ
を
た
ま
た
ま
見
た
倉
本
先
生
か
ら
、
今
度
「
ニ
ン
グ
ル
テ
ラ

ス
」
と
い
う
ク
ラ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
作
る
か
ら
、
木
人
形
を
三
か
月
で
一
〇
〇
〇
体
作
り
な
さ
い

っ
て(

笑)

。・
・
・
・
そ
れ
か
ら
、
始
ま
っ
た
ん
で
す
。
何
で
二
〇
年
も
続
け
ら
れ
た
ん
で
し
ょ
う

ね
？
分
か
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
・
・
・
買
っ
て
下
さ
る
方
の
笑
顔
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の

間
に
か
楽
し
く
な
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
ね
」 
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拾
っ
て
き
た
流
木
に
命
を
吹
き
込
み
、
見
事
な
人
形
を
作
る
高
木
さ
ん
の
半
生
を
、
師
匠
で
あ

る
倉
本
聰
氏
か
ら
受
け
た
「
知
識
よ
り
知
恵
を
」。「
作
る
の
で
は
な
く
創
る
」
と
い
う
教
え
を
交

え
な
が
ら
、
語
り
ま
す
。 

参
加
者
は
、
こ
の
地
で
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
生
み
出
す
知
恵
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る

の
で
す
。 

「
拾
っ
て
き
た
モ
ノ
」
を
「
芸
術
」
に
変
え
る
。 

物
で
溢
れ
た
現
代
の
消
費
社
会
に
、
疑
問
を
感
じ
る
機
会
に
な
り
ま
す
。 

「
ス
タ
ジ
オ
棟
」
を
出
る
と
、
草
の
茂
っ
た
中
庭
に
石
碑
が
。 

石
碑
に
は
、
１
９
８
４
年
に
富
良
野
塾
を
開
設
し
た
際
に
倉
本
氏
が
書
い
た
「
起
草
文
」
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

あ
な
た
は
文
明
に
麻
痺
し
て
い
ま
せ
ん
か 

石
油
と
水
は
ど
っ
ち
が
大
事
で
す
か 

車
と
足
は
ど
っ
ち
が
大
事
で
す
か 

知
識
と
知
恵
は
ど
っ
ち
が
大
事
で
す
か 

批
評
と
創
造
は
ど
っ
ち
が
大
事
で
す
か 

理
屈
と
行
動
は
ど
っ
ち
が
大
事
で
す
か 

あ
な
た
は
感
動
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か 

あ
な
た
は
結
局
何
の
か
の
と
云
い
な
が
ら 

わ
が
世
の
春
を
謳
歌
し
て
い
ま
せ
ん
か 

 湧
水
だ
け
を
持
ち
、
自
分
の
足
で
こ
こ
に
た
ど
り
着
い
た
参
加
者
に
と
っ
て
、
そ
れ
ら
の
言
葉

は
、
深
く
胸
に
刺
さ
り
、
参
加
者
の
「
価
値
観
」
を
揺
さ
ぶ
り
ま
す
。 

富
良
野
塾
跡
地
を
出
発
す
る
と
、
果
て
し
な
く
農
地
が
広
が
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
か
ら
降
り
、
風
景
を
写
真
に
収
め
、
農
作
業
を
し
て
い
た
農
家
さ
ん
と
一
緒
に
記
念
撮
影
。 

「
カ
シ
ャ
ッ
！
」
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
鳴
る
と
、
突
然
農
家
さ
ん
た
ち
が
歌
い
出
し
ま
す
。 

実
は
、
農
家
さ
ん
の
フ
リ
を
し
た
ゴ
ス
ペ
ル
・
サ
ー
ク
ル
「
ス
ノ
ー
・
サ
ウ
ン
ズ
」
の
メ
ン
バ
ー

だ
っ
た
の
で
す
。 

素
晴
ら
し
い
「O

H
 H

A
P

P
Y

 D
A

Y

」
の
歌
声
は
、
参
加
者
の
旅
の
祝
福
す
る
か
の
よ
う
に
、
胸

に
響
き
ま
す
。 

「
感
動
」
は
「
驚
き
」
か
ら
生
ま
れ
る
。 

演
劇
的
な
演
出
で
、
参
加
者
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
ま
す
。 

 

ス
ノ
ー
サ
ウ
ン
ズ
の
皆
さ
ん
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
出
発
。 

次
の
目
的
地
は
上
富
良
野
町
に
あ
る 

 

「
多
田
農
園
」。 
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生
産
か
ら
加
工
・
販
売
、
ま
た
フ
ァ
ー
ム
カ
フ
ェ
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
ま
で
の
安
心
・
安
全
の
６
次

産
業
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
の
多
田
代
表
か
ら
、
富
良
野
地
域
の
農
業
の
に
つ
い
て

学
び
、
普
段
何
気
な
く
食
べ
て
い
る
「
食
物
」
の
有
難
さ
を
感
じ
ま
す
。 

「
洋
ナ
シ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
が
も
い
で
、
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
と
、
果
汁
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
の

ジ
ュ
ー
ス
が
完
成
。
湧
水
し
か
与
え
ら
れ
て
な
か
っ
た
参
加
者
に
と
っ
て
、
味
わ
っ
た
こ
と
の
無

い
至
福
の
味
が
口
の
中
に
広
が
り
ま
す
。 

帰
り
が
け
に
は
、
多
田
オ
ー
ナ
ー
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
。 

今
夜
の
夕
食
用
の
食
材
と
し
て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
玉
ね
ぎ
を
頂
き
ま
し
た
。 

多
田
さ
ん
の
「
お
も
て
な
し
」
に
、
み
ん
な
で
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
、
お
別
れ
で
す
。 

「
ま
た
、
多
田
さ
ん
に
会
い
た
い
」。
そ
ん
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
出
会
い
で
し
た
。 

富
良
野
の
町
に
戻
り
、
到
着
し
た
の
は 

 

「
ホ
テ
ル 

ナ
ト
ゥ
ー
ル
ヴ
ァ
ル
ト
富
良
野
」 

 

疲
れ
た
体
を
癒
し
て
く
れ
る
「
露
天
風
呂
」
に
入
り
、
し
ば
し
、
く
つ
ろ
い
で
頂
き
ま
す
。 

く
つ
ろ
い
だ
後
は
お
待
ち
か
ね
の
夕
食
。 

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
福
島
カ
ツ
シ
ゲ
さ
ん
演
じ
る
中
国
人
料
理
長
「
劉
さ
ん
」
と
俳
優
、
石
川
慶

太
さ
ん
が
演
じ
る
ホ
ー
ル
・
チ
ー
フ
が
登
場
。 

 

劉
さ
ん
「
で
は
、
料
理
の
説
明
を
す
る
よ
。
ま
ず
、
前
菜
だ
け
ど
・
・
・
ホ
ン
ト
に
い
い
奥
さ
ん 

で
し
た
」 

石
川
「
劉
さ
ん
・
・
・
・
」 

劉
さ
ん
「
劉
さ
ん
に
甲
斐
性
が
な
か
っ
た
の
で
、
愛
想
を
つ
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
と
て
も
優
し
い

奥
さ
ん
で
し
た
」 

石
川
「
劉
さ
ん
、
何
お
話
を
し
て
る
の
？
」 

劉
さ
ん
「
前
妻
、
別
れ
た
女
房
の
こ
と
ね
」 

石
川
「
そ
の
前
妻
じ
ゃ
な
く
て
、
オ
ー
ド
ブ
ル
の
こ
と
ね
」 

 

と
、
絶
妙
の
掛
け
合
い
で
、
今
夜
の
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。 

「
食
」
は
「
人
」
を
「
良
く
」
す
る
も
の
。 

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
な
食
＝
「
エ
ン
タ
ベ
」
で
、
富
良
野
の
食
材
を
使
っ
た
、
こ
の
ツ
ア
ー
だ

け
の
た
め
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
堪
能
し
な
が
ら
、
宴
は
２
次
会
ま
で
続
き
ま
し
た
。 
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◆
２
日
目 

１
０
月
５
日
（
日
） 

朝
７
時
。
朝
食
を
取
ら
ず
に
ロ
ビ
ー
に
集
合
し
て
、 

 

「
北
の
峰
ゴ
ン
ド
ラ
」
へ
。 

 

そ
こ
で
渡
さ
れ
た
の
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
。 

「
何
故
？
」 

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
り
込
む
と
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
か
ら
歌
声
が
！ 

「
新
し
い
朝
が
来
た 

希
望
の
朝
だ 

喜
び
に
胸
を
開
け 

青
空
仰
げ 

ラ
ジ
オ
の
声
に 

 

健
や
か
な
胸
を 

こ
の
薫
風
に
開
け
よ 

そ
れ
１
、
２
，
３
♪
」
と
、
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と

の
あ
る
声
が
。 

 

参
加
者
た
ち
だ
け
の
た
め
に
流
れ
る
「
ゴ
ン
ド
ラ
・
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
・
ラ
ジ
オ
」
の
Ｄ
Ｊ
は
、 

キ
タ
ノ
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
ミ
ネ
。
こ
れ
、
合
わ
せ
て
「
北
の
峰
」
で
す
ね(

笑)

。 

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
っ
た
参
加
者
と
掛
け
合
い
な
が
ら
進
行
す
る
ラ
ジ
オ
番
組
が
始
ま
っ
て
５

分
ほ
ど
た
つ
と
、
山
の
中
腹
で
手
を
振
る
Ｄ
Ｊ
の
二
人
を
発
見
！ 

福
島
カ
ツ
シ
ゲ
さ
ん
と
女
優
、
栗
栖
綾
濃
さ
ん
。 

何
と
、
ラ
ジ
オ
は
こ
こ
か
ら
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。 

「
い
つ
も
、
つ
な
が
っ
て
い
る
」 

山
頂
ま
で
の
約
１
０
分
間
の
番
組
で
は
、
富
良
野
の
オ
ス
ス
メ
グ
ル
メ
や
人
気
の
お
土
産
な
ど

が
紹
介
さ
れ
、
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
「
フ
ァ
ー
ム
富
田
」
の
富
田
会
長
の
感
動
秘
話
な
ど
も
、
参

加
者
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
ま
す
。 

 

「
北
の
峰
山
頂
」
へ
到
着
。 

 

山
頂
に
は
、
専
用
の
イ
ス
と
テ
ー
ブ
ル
が
用
意
さ
れ
、
雲
間
に
広
が
る
「
富
良
野
盆
地
」
の
景

色
が
広
が
り
ま
す
。 

そ
こ
で
は
、
昨
日
、「
原
始
の
泉
」
で
出
会
っ
た
幸
恵
さ
ん
が
待
っ
て
い
て
く
れ
、「
こ
こ
が
私

の
喫
茶
店
、『
空
の
峰
』
よ
と
言
っ
て
、
温
か
い
富
良
野
野
菜
と
ベ
ー
コ
ン
の
ス
ー
プ
を
振
る
舞
っ

て
く
れ
ま
し
た
。寒
い
体
を
温
め
て
く
れ
る
ス
ー
プ
と
心
遣
い
に
、参
加
者
の
心
も
温
ま
り
ま
す
。 

 

山
頂
か
ら
降
り
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
も
再
び
ラ
ジ
オ
が
。
こ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
予
定
が
発
表

さ
れ
ま
す
。 

何
と
、
こ
の
後
は
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分
の
行
き
先
を
決
め
る
の
で
す
！ 

 

①
「
エ
ゾ
ア
ム
プ
リ
ン
」
と
「
黒
木
農
園
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
」 

②
「
ぶ
ど
う
の
収
穫
体
験
」
と
「
至
福
の
ワ
イ
ン
三
昧
」 

③
「
自
分
で
勝
手
に
行
動
す
る
か
ら
ほ
っ
と
い
て
く
れ
」 
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３
つ
の
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、
ホ
テ
ル
で
朝
食
を
食
べ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
目
的
地

を
選
択
し
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
、
か
な
り
悩
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
③
の
「
ほ
っ
と
い
て
く
れ
」
は
ご
愛
嬌
。
さ
す
が

に
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

朝
食
が
終
わ
る
と
、
自
分
の
決
め
た
コ
ー
ス
の
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
い
ざ
、
出
発
。 

 
 ①

の
コ
ー
ス 

選
ん
だ
参
加
者
た
ち
は
、
東
山
地
区
の
田
園
地
帯
に
ポ
ツ
ン
と
佇
む
、
み
の
む
し
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
と
い
う 

 

「
エ
ゾ
ア
ム
プ
リ
ン
製
造
所
」
に
到
着
。 

 

「
み
の
む
し
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
建
て
ら
れ
た
製
造
所
で
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
７
年
前
に
東

京
か
ら
移
住
し
て
き
た
オ
ー
ナ
ー
の
加
藤
さ
ん
ご
夫
妻
。 

直
径
２
０
㎝
、
厚
さ
６
㎝
。
重
さ
１
㎏
の
プ
リ
ン
は
、
そ
の
日
の
朝
に
搾
っ
た
牛
乳
を
使
い
、

卵
は
日
本
で
唯
一
の
純
国
産
鶏
が
産
ん
だ
卵
で
す
。
そ
の
他
の
材
料
も
全
て
道
産
で
、
１
０
０
パ

ー
セ
ン
ト
手
作
り
。
１
日
１
８
個
し
か
作
れ
な
い
の
で
、
注
文
は
数
カ
月
先
ま
で
埋
ま
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
そ
ん
な
レ
ア
な
プ
リ
ン
を
み
ん
な
で
分
け
合
っ
て
食
べ
ま
し
た
。 

加
藤
さ
ん
ご
夫
婦
の
こ
だ
わ
り
と
、
自
然
に
対
す
る
愛
情
が
た
っ
ぷ
り
と
込
め
ら
れ
た
プ
リ
ン

の
味
に
、
全
員
、
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
す
。 

「
コ
レ
は
地
元
に
戻
っ
た
ら
、
必
ず
注
文
し
ま
す
！
何
カ
月
で
も
待
ち
ま
す
！
」
と
参
加
者
。 

そ
こ
か
ら
、
布
礼
別
に
あ
る 

 

「
黒
木
農
園
」
へ
。 

 

富
良
野
塾
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
黒
木
健
太
郎
さ
ん
が
、
二
〇
一
一
年
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
農
家
と
し
て
就

農
し
た
農
園
で
す
。 

役
者
を
諦
め
て
農
業
を
始
め
た
理
由
や
、
奥
様
と
の
出
会
い
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
一
人
の
人

間
の
ド
ラ
マ
は
、
人
生
の
い
ろ
い
ろ
な
「
カ
タ
チ
」
と
「
可
能
性
」
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。 

化
学
肥
料
や
農
薬
に
頼
ら
ず
、
有
機
栽
培
で
育
て
た
「
プ
チ
プ
ヨ
」
は
、
果
物
か
と
思
う
よ
う

な
甘
さ
が
口
に
広
が
り
、
参
加
者
の
手
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。 

７
種
類
の
ト
マ
ト
を
味
比
べ
、ト
マ
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
、参
加
者
の
好
み
も
バ
ラ
バ
ラ
で
、

会
話
が
弾
み
ま
す
。
奥
様
の
名
前
「
夏
実
」
か
ら
命
名
し
た
「
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
」
を
頂
い
て
、

ト
マ
ト
の
フ
ル
コ
ー
ス
が
終
了
。
ト
マ
ト
も
ジ
ュ
ー
ス
も
も
っ
と
欲
し
い
方
に
は
奥
様
が
自
ら
販

売
。 

 

生
産
者
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
極
上
の
味
を
め
ぐ
る
時
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
行
き

ま
す
。 
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②
の
コ
ー
ス 

選
ん
だ
参
加
者
は
、
清
水
山
に
広
が
る 

 

「
ぶ
ど
う
畑
」
へ
。 

 

ワ
イ
ン
工
場
の
亀
渕
所
長
が
待
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

ど
の
ぶ
ど
う
か
ら
ど
ん
な
ワ
イ
ン
が
作
ら
れ
る
の
か
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
も
ら
っ
た
後
は
、
み

ん
な
で
ぶ
ど
う
を
収
穫
！
コ
ン
テ
ナ
２
０
個
分
の
収
穫
は
大
変
で
す
が
、
富
良
野
塾
Ｏ
Ｂ
の
石
川

慶
太
さ
ん
が
ト
ー
ク
で
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。 

朝
の
曇
り
空
か
ら
一
転
、
温
か
い
日
差
し
が
広
が
っ
て
き
て
、
少
し
汗
を
か
き
ま
し
た
が
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
無
事
完
走
。 

お
仕
事
を
し
た
後
は
、
も
ち
ろ
ん
ご
褒
美
が
！
絶
景
ポ
イ
ン
ト
に
テ
ー
ブ
ル
と
ワ
イ
ン
が
用
意

さ
れ
て
ま
す
。
中
に
は
最
高
級
の
ワ
イ
ン
も
用
意
さ
れ
て
い
て
、
ぶ
ど
う
の
香
り
と
太
陽
に
包
ま

れ
な
が
ら
の
「
至
福
の
一
杯
」
で
乾
杯
。 

参
加
者
が
収
穫
し
た
ぶ
ど
う
は
、
ワ
イ
ン
工
場
へ
。 

ワ
イ
ン
が
作
ら
れ
て
い
く
過
程
を
見
な
が
ら
、
途
中
で
は
な
ん
と
、
発
酵
途
中
の
「
ベ
ビ
ー
ワ

イ
ン
」
を
飲
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
微
炭
酸
の
味
は
ス
ッ
キ
リ
と
し
て
い
て
飲
み
や
す
く
、
レ
ア

な
体
験
に
。 

 

物
づ
く
り
の
大
変
さ
を
、
体
験
し
な
が
ら
学
び
、 

 

学
ん
だ
か
ら
こ
そ
味
わ
え
る
、「
食
の
喜
び
」。 

 

そ
し
て
、
共
に
汗
を
か
き
な
が
ら
目
標
を
達
成
す
る
「
連
帯
感
」。 

 

ま
た
少
し
、
つ
な
が
り
が
深
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

 

①
②
の
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
が
終
わ
る
と
、
最
終
目
的
地
で
あ
る 

 

「
富
良
野
演
劇
工
場
」
に
集
合
。 

 

２
０
０
０
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
の
劇
場
は
、
倉
本
聰
氏
が
設
計
か
ら
関
わ
り
、
富
良
野
塾

（
現
・
富
良
野
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
）
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
劇
場
と
し
て
、
全
国
か
ら
多
く
の
観
客
が
訪

れ
る
場
所
で
す
。 

参
加
者
た
ち
が
、
誰
も
い
な
い
客
席
に
座
る
と
、
突
然
、
照
明
が
落
ち
て
真
っ
暗
闇
に
！ 

音
楽
が
流
れ
出
し
、
ゆ
っ
く
り
と
舞
台
の
幕
が
上
が
り
ま
す
。 

富
良
野
塾
Ｏ
Ｂ
ら
に
よ
っ
て
、
こ
の
ツ
ア
ー
の
た
め
に
創
ら
れ
た 

 

「
プ
レ
ミ
ア
ム
シ
ア
タ
ー
」
が
開
演
。 

 

「
人
形
振
り
」
と
い
う
パ
ン
ト
マ
イ
ム
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。 
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続
い
て
、
若
い
女
性
「
ダ
レ
カ
」
が
、
周
囲
の
景
色
や
人
々
に
気
付
か
ず
走
り
続
け
て
い
る
シ

ー
ン
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。 

「
ダ
レ
カ
」
は
、
皆
さ
ん
自
身
の
こ
と
。 

 

「
あ
な
た
は
、
都
会
の
ど
こ
か
で
走
り
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」 

 

言
葉
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
「
ダ
レ
カ
」
が 

富
良
野
の
四
季
の
移
ろ
い
の
中
で
、
様
々
な
風
景
や
食
物
と
出
会
い
な
が
ら
、
自
分
の
人
生
を

投
影
さ
せ
て
い
き
ま
す
。 

 

「
季
節
が
め
ぐ
る
よ
う
に
、
人
生
も
ま
た
め
ぐ
り
ま
す
。・
・
・
・
ア
ッ
と
い
う
間
な
の
で
す
。 

人
生
は
ア
ッ
と
い
う
間
な
の
で
す
。
ア
ッ
と
い
う
間
の
連
続
で
す
。
な
ら
ば
、
そ
の
ア
ッ
と
い
う

間
を
ど
う
過
ご
す
か
な
の
で
す
。
ア
ッ
と
い
う
間
だ
か
ら
、
走
る
の
で
は
な
く
、
ゆ
っ
く
り
と
歩

き
ま
せ
ん
か
？
歩
い
て
い
る
と
見
え
て
く
る
風
景
が
あ
る
の
で
す
。
そ
ん
な
風
景
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？
」 

 

「
ダ
レ
カ
」
は
、
富
良
野
の
地
で
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
こ
と
と
、
少
し
立
ち
止
ま
っ
て
み
る
こ 

と
を
学
び
ま
す
。 

 

続
い
て
、
一
一
〇
年
前
の
富
良
野
開
拓
民
と
し
て
老
夫
婦
が
登
場
し
、
富
良
野
の
歴
史
と
自
分

た
ち
の
人
生
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、北
の
峰
山
頂
か
ら
町
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
、語
り
ま
す
。 

 

「
あ
の
こ
ろ
は
、
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
働
い
と
り
ま
し
た
。
一
一
〇
年
が
経
っ
て
、
今
の
よ
う
な
町
が

出
来
る
な
ん
て
、
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
・
・
・
・
今
の
世
の
中
は
ど
う
で
す
か
？
豊
か

に
暮
ら
し
ち
ょ
り
ま
す
か
？
・
・
・
こ
の
町
、
こ
の
故
郷
を
、
そ
し
て
地
球
を
、
皆
さ
ん
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

 

最
後
は
、
二
日
間
の
旅
の
映
像
が
、
音
楽
に
載
せ
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
流
れ
出
し
ま
す
。 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
よ
う
な
こ
の
作
品
は
、 

 

「
旅
の
主
役
は
、
あ
な
た
。
そ
し
て
、
富
良
野
で
出
会
っ
た
全
て
の
人
が
共
演
者
で
す
」 

 

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
、
観
客
は
涙
し
ま
す
。 

 

映
像
が
終
わ
り
、
明
る
く
な
る
と
、 

 

カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
。 

 

こ
こ
で
、
二
日
間
の
仕
掛
け
の
全
て
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。 
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富
良
野
市
民
だ
と
思
っ
て
た
人
た
ち
が
、
実
は
プ
ロ
の
俳
優
だ
っ
た
と
知
り
、
参
加
者
は
驚
き

と
感
動
を
隠
せ
ま
せ
ん
。 

 

旅
の
共
演
者
た
ち
か
ら
参
加
者
に
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、 

幕
が
閉
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

ロ
ビ
ー
に
出
る
と
、
①
と
②
の
コ
ー
ス
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
持
っ
て
来
た
お
土
産
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

「
お
す
そ
わ
け
」。 

 

ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
を
選
ん
で
も
、
全
て
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
「
お
も
て
な
し
」
に 

そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
話
を
話
し
な
が
ら
、
お
別
れ
の
時
間
が
近
づ
い
て
き
ま
す
。 

 

最
後
に
、 

 

参
加
者
だ
け
の
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
手
渡
さ
れ
ま
す
。 

 

二
日
間
の
旅
の
行
程
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
て
、 

全
て
が
「
劇
的
」
に
仕
掛
け
ら
れ
た
「
ド
ラ
マ
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
て 

旅
の
思
い
出
を
記
録
と
し
て
お
持
ち
帰
り
頂
き
ま
す
。 

 

劇
場
を
出
て
、
富
良
野
駅
に
向
か
う
途
中
、
バ
ス
の
窓
か
ら
見
え
た
の
は
、
畑
の
水
平
線
か
ら

綺
麗
な
弧
を
描
い
た
美
し
い
「
虹
」。 

 

す
べ
て
が
作
ら
れ
た
「
演
劇
」
で
は
無
く
、
最
後
は
「
自
然
」
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
演
出
を
施
し

て
く
れ
、
２
３
時
間
の
壮
大
な
野
外
劇
「
劇
的
な
旅
」
の
幕
が
、
閉
じ
ま
し
た
。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
し
ま
い
。 

  


